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令和６年占冠村令和６年占冠村

祝祝

無事に二十歳の式典を迎え

ることができました。 二十歳

までとても早かったと感じて

います。 ここまで育ててくれ

た親や家族、 周りの人たち

に感謝し、 より責任感を持

って生活していきたいと思い

ます。 両親に少しずつでも

恩返ししていけたらなと思い

ます！

さんさん金金
かなもりかなもり

森森 愛愛
あ い なあ い な

奈奈

この度は生まれ育った地域

で二十歳の式典を迎えるこ

とができうれしく思います。

改めてここまで育ててくれた

両親には感謝の気持ちでい

っぱいです。 占冠村で育っ

てきたからこその多くの学び

や経験を、 これから社会に

出ても大切にしていきます。

さんさん杉杉
すぎおかすぎおか

岡岡 春春
は る なは る な

奈奈

今こうして二十歳の式典を

迎えることができてうれしく

思います。 ここまで私を支え

てくれた方々、 大好きな両

親には感謝の気持ちでいっ

ぱいです。 これからは大人

としての自覚を持ち自分らし

く日々努力していきます。 こ

のような会を開いてくださり

ありがとうございました。

さんさん杉杉
すぎおかすぎおか

岡岡 若若
わ か なわ か な

奈奈

二十歳を迎え、 多くの方々

からたくさんの学びと愛情を

頂いたこと、 心より感謝申し

上げます。 今後も自覚と責

任を持ち、 社会人として恥

じない人になれるよう精進

いたします。 私たちのため

に晴れやかな場を設けてい

ただきありがとうございまし

た！

さんさん山山
やまもとやまもと
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もえもえ

無事に二十歳の式典を迎え

ることができました。 二十歳

の節目を迎え、 これからは

社会人として責任を持ち頑

張ります。 １日も早く自立を

して、 今まで苦労をかけた

両親に恩返しがしたいです。

また、 自分の好きなことをし

て生きていけるような大人に

なりたいです。

さんさん渡渡
わたなべわたなべ
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輝輝

　
　
　

和
6
年
１
月
6
日(

土)

、

　
　
　
「
二
十
歳
を
祝
う
つ
ど
い
」

　
　
　

が
占
冠
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
、
平
成
15
年

４
月
２
日
～
平
成
16
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
占
冠
村
出
身
者
５
人
が

二
十
歳
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
成
年
年
齢

が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た

が
、
占
冠
村
で
は
「
成
人
式
」
か

ら
名
称
を
変
え
つ
つ
も
以
前
と
変

わ
ら
ず
20
歳
の
方
を
対
象
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
田
中
正
治
村
長
か

ら
「
こ
れ
か
ら
の
多
様
性
・
柔
軟

性
に
よ
る
新
し
い
時
代
を
切
り
拓

く
の
は
皆
さ
ん
で
す
。
若
い
力
を

存
分
に
発
揮
し
て
未
来
を
切
り
拓

き
、
躍
動
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
」
と
式
辞
が
、
児
玉
眞
澄
村

議
会
議
長
か
ら
は
「
自
分
の
考
え

や
信
念
を
持
ち
、
夢
や
目
標
に
向

か
っ
て
前
進
し
て
ほ
し
い
。
こ
れ

か
ら
の
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
と
ご
多

幸
を
心
か
ら
祈
念
し
ま
す
」
と
お

祝
い
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
続
い
て
、
出
席
者
を
代
表
し

て
杉
岡
春
奈
さ
ん
が
誓
い
の
言
葉

を
、
金
森
愛
奈
さ
ん
が
こ
れ
ま
で

支
え
て
く
れ
た
方
々
へ
の
謝
辞
を

述
べ
、
二
十
歳
の
節
目
を
迎
え
た

皆
さ
ん
は
大
人
と
し
て
の
自
覚
と

決
意
を
胸
に
抱
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

未
来
に
向
か
っ
て
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。
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